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　フィリピン・ルソン島北部に位置するコルディリェーラ棚田群は1995年に世界遺産に登録された地域

で，長年に渡り水稲栽培が営まれてきた．しかし近年，人手不足や予算不足等により棚田群の維持管理が難し

くなって来ている．それに加え，収量の減少傾向を訴える農民もおり，生産・生活の場である棚田の負の側面

が表面化して来ている．本研究では，現地において，灌漑や施肥といった営農方法や，対象流域全体の水文水

質調査などを通して，環境保全に配慮しつつ，作物生産の安定化を実現するための方法を探る．その一つとし

て，コルディリェーラ棚田群内のBangaan地区を選定し，シミュレーションモデルによる水・物質動態の解析

を進める．予備調査の結果，Bangaan地区の対象エリア面積はおおよそ11haあり，最上流部の観測ポイントに

流れ込む水の集水面積が同程度あると考えられた．またASTER GDEMを用いて東西方向（流域傾斜方向中心

線）の平均勾配を算出したところ，約20%と急峻なことが分かった．さらに衛星画像を用いて水田区画をでき

る限りトレースした結果，大小合わせて130枚以上の水田が確認された．流域内で最も大きな水田はおおよそ

0.3haであり，より小規模の水田が大多数を占めていた．今後，モデル化に向けて，特に水田間の灌漑水や物

質の移動について調査を進める予定である．
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